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おわりに

はじめに

過去10余年間の韓国と中国の経済交流状況を見ると､その間､韓国と中国の産業は

密接な補完関係に基づく相互に有利な戦略(win-win)を構築してきた｡もちろん中国との

このような戦略構築においては､韓国企業の封中投資と貿易が非常に重要な役割をして

きたと思われる｡

1988年に三養食品の山東省投資で始まった韓国企業の封中投資は､ 1992年の韓･中

修交以後､中国の封外開放政策と韓国企業の海外直接投資ブームとによって急速に増

大し､ 2003年6月まで中国に封する直接投資の累計は71億ドル(1992年以後)に達して

いる｡これにより中国は1994年からは米国とともに韓国の海外直接投資(FDI)の最大誘

致団の一つとして急浮上し､やがて2002年には韓国企業の封中投資が封米投資を追い

抜いて中国が韓圃企業の第一の投資封象圃となった｡

また韓･中貿易の規模も大きく増加し､ 1992年から2002年の間貿易規模は約6.5倍､

年平均20.5%の伸長率を示した｡韓園の封中輸出入額は同じ期間中年平均24.5%と

16.7%の増加率を示し､韓国の全鰭輸出入額の増加率(7.8%､ 6.4%)を大きく上廻ってい

る｡とくに2001年から中国は日本を抜いて米国につぐ韓国の二番目の輸出相手国にな

り､絶輸出額中の封中輸出額が占める比重も1992年の3.5%から2002年には14.6%に

大きく増加した｡

この様に､短い歴史にもかかわらず韓国の封中投資と貿易が急速に増大した背景に

は､両国間の地理的近接性､文化的類似性､産業構造の相互補完性などを下にした全

面的な経済協力の同伴者関係があった｡
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一部ではこのような韓圃企業の封中投資の急増状況をみて韓圃産業の空洞化を恐れ

る人も少なくなくはない｡しかし中岡は､韓園の約30倍に達する人口及び100倍に近い

国土を持つ大国であり､ 1992年の本格的な開放以後､年平均8%台の堅葺な経済成長

を績けている巨大新興市場として､今後中国に封する投資は韓園の産業構造の高度化

を促進する効果があると期待される｡また一番重要な経済パートナーとして浮上する可

能性のある中園との長期的･相互補完的な協力関係を構築するという戟黒占から見る時､

肯定的に評債されている｡

とくに21世紀のグローバル化時代を迎え､東北アジアにも新しい経済協力秩序が形成

されつつあり､今後中園とどのような経済的相互関係を結ぶかという問題は､東北アジア

のなかで韓園の長期的な位相を決める重要な撃敦になるものと思われる｡

ところで､最近中国の急速な経済成長､産業費展､ wTO加入などの構造的･制度的蟹

化は韓圃企業の封中投資戦略の撃化を要求している｡また交易面でも､大幅の輸出増

加にもかかわらず､台漕､東南アジア諸国との競事激化で中園内市場占有率は停滞状

態を見せている｡したがって､これまでの韓園の封中投資と貿易面での特徴と禦化を再

検討し､今後の封中投資及び貿易戦略を立て直す必要性も提起されている｡

従って､本稿ではその間の韓国の封中投資及び封中貿易の特徴及び撃化を検討する

ことによって､今後いかなる方向に進すべきかに封する展望と示唆黒占を提示して見ようと

思う｡

I ｡韓園の封中投資の現況と特徴

1｡封中投資の現況

韓圃企業の封中投資は､ 1992年韓･中修交以後10線年の間に急速に嬢大して､ 2003

年6月末現在絶7,935件(葺行基準)､ 71億ドルに達している｡これによって中国は米国

についで韓園の第2位の投資封象園として浮上している｡

年度別の推移を見ると､韓国の封中投資ははげしい浮沈はあるものの､増えつつある

ことがわかる｡すなわち封中投資が始まった1988年以後1991年までは650万ドル(101

件)に過ぎなかった投資規模は､韓･中修交が行われた1992年に1億ドルを突破して以

来､持積的な増加趨勢を見せ､ 1996年には史上最高値である9億100万ドルを記録し

た｡しかし通貨危機を迎えた1997年からは持績的な減少趨勢を見せ､ 1999年には3億

4,800万ドル水準にまで激減し､ 2000年以後再び回復趨勢を見せてはいるが､まだ1990

年代中盤の最高値には達していない｡

韓園の封中投資が1990年代中盤まで短期間に急増したことは､富時韓国の急激な賃

金上昇によって世界輸出市場で競筆力を失っていた衣類､くつ､電子部品などの努動集

約的な輸出産業が低廉な努動力を活用できる中園に生産基地を大挙移韓したためであ

る｡また1997年の通貨危機以後､企業の投資保留などの影響で減り始めた封中投資が
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2000年から再び回復勢を見せていることは､中国の内需市場開放に備えて韓圃企業の

中国進出が再開されていることにその要因があると思われる｡

一方､韓園の封中投資に封する撃化は韓国の全能海外投資のなかで占める封中投資

の比重推移を見ればもっと明らかに表われる1992年12%に過ぎなかった封中投資比

重は1994年27.5%を頂鮎にして1999年には11%に急激に減った｡しかし2002年には

29.3%に急速に回復趨勢を示しており､績いて2003年6月には37%で一層急騰する姿

を見せている｡

<表1>韓国の封中投資現況

資料:韓園輸出入銀行,海外投資統計情報

<図1>韓国の海外直接投資と封中投資
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韓国の経済危機以後､封中投資が全能海外投資に比べて急激に減った理由は韓図

の封中投資の主体が主に中小企業であり､経済危機によってこれら中小企業の海外投

資の能力と意欲が大企業に比べてもっと萎縮したためである｡のみならず1990年代中

盤まで中圃ブームに便乗して1995年と1996年に過度な封中投資が行われたのも一つ

の要因であった｡

一方､中岡の統計数値によると､2001年末現在韓国の封中投資累計は124億ドルに

達しており､これは中園の全体外圃人投資流入総額の3.1%で全体投資国中の7位に嘗

たる規模である｡とくに2001毎には21億5,198万ドルで韓園は香港､ヴァージンアイル

ランド､米園､日本､台漕につぐ6大投資園家に入った｡しかし中圃と特殊な関係にある

香港､台湾､ヴァージンアイルランド1などを除けば事葺上韓国は米園と日本につぐ中園

の三番目の投資園であると言える｡

<表2>中国に封する主要投資国(2001年)

資料:『中圃統計年鑑』, 2002

2｡封中投資の特徴

(1)投資動機の撃化

韓圃企業の封中投資における特徴の一つは先ず投資動機が投資初期の費用節減か

らだんだん市場開拓へと禦化している黒占である｡初期には低廉な労働力を活かして生産

費用を節滅しようとする目的に投資した場合が多かったが､漸次中岡の経済規模が大き

くなるにつれ内需市場の開拓を目的にする投資が増えている｡

Virgin Islands, Cayman Islandsなどは世界的な租税避難慮(tax-haven)でこの地域を経由した封中
投資の規模は非常に大きい.
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資料:池晩津(2002), p.73

このような傾向は韓国企業を封象に中圃進出動機に関してアンケート調査をした結果に

よく現われているo　封中投資の初期である1993年のアンケ-ト調査では低賃金など生産

効率性の追求が主な動機だとこたえた企業が､市場開拓が動機だとこたえた企業に比べ

て､もっと多かった｡しかし1990年代後半からはこのような格差は減り始め2002年には

労働力と市場の重要性に関する答えがほとんど封等に出たのである｡とくに5年後の封

中岡投資目的に関しては市場の重要性を強調した答えが2倍以上も多く､投資動機が

だんだん先進国型へ撃化しつつあることを知ることができる｡

(2)製造業中心の投資

韓国の封中投資で製造業の比重が高いという黒占ももう一つの特徴である　2003年6月

末現在封中投資で製造業の比重は全購件数と金額でそれぞれ85.0%､ 84.6%と歴倒的

に高かった｡これは韓圃全鰭の海外投資で製造業の比重が件数と金額面でそれぞれ

62.5%､ 43.3%であったことと比べれば非常に高いことがわかる｡ただ最近封中投資のな

かで製造業の占める比重が多少低下している傾向にあるが､韓圃全鰭の海外投資で製

造業の比重が急激に低下していることを勘案すればあいかわらず高い水準であると言え

る｡

封中投資におけるこのような製造業の偏重傾向は､園内の高賃金を避けて中岡の豊

かな低賃金労働力を活かそうという韓圃企業の投資動機と雇用誘発効果が高い製造業

に封する中開の積極的な投資誘致によるものと見られる｡とくに製造業偏重現象が1997

年経済危機以前までは持績的に減っていたこととは異なり､最近また高まる傾向を見せ

ているが､これは経済危機以後製造業投資が増えたためであるというよりは､封中投資

規模自体が減りながら､景気に敏感なサービス業種など非製造業部門の投資が相射的

にもっと大きく減ったためであると見られる｡
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<図2>韓園企業の封中国投資中製造業投資が占める比重(金額基準)

資料:く表1>と同じ｡

-方､製造業内の投資業種でも相菖な撃化を見せている｡先ず1990年代中盤以後

には消費財産業の比重が減って､電子通信､石油化撃､組立金属など生産原資材及び

部品業が占める比重が持績的に高まっている｡とくに全鰭製造業投資の中で占める比重

が1992年に8.8%に過ぎなかった電子通信業種が2002年には26.2%に急増して一番

高い比重を占めている｡

このような撃化は､韓国の封中投資が高度化されており､韓国企業が中圃の産業発展

のために必要な原資材及び部品分野で新しい投資機会を見つけていることを示している｡

それから投資初期からもっとも活発な投資を行っていた繊維衣服業は､たとえ投資規

模が小さくなり投資金額の比重も多少減ったものの､毎年投資件数が100線件に至るな

ど電子通信業と共に一番活発な投資を見せている黒占は注目にあたいするo

<表4>韓園企業の封中国投資中業種別構成の撃化推移

(単位:件数､百万ドル)
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資料: <表l>と同じ｡

(3)高い中小企業の投資比重

韓国の封中投資が中小企業主導で行われたという鮎も注目すべき特徴の一つである｡

2003年6月末現在､韓国の封中投資において中小企業が占める比重は37.9%(金額累

計基準)で､これは韓国全館海外直接投資において中小企業が占める比重22.2%よりも

もっと高い水準だ｡

時期的に見ると､封中投資において中小企業の投資比重は1993年以後績けて減少

趨勢を見せてきたが､ 1999年からは増加傾向に韓じている｡このような推移は韓園の全

能海外直接投資の面でも出ているが､封中投資の場合には-層明らかに出ている｡これ

はIT分野の中小ベンチャー企業の中圃内需市場を狙った中岡投資が大きく培えたこと

に基因しているものと思われる｡

このように封中投資において中小企業の比重が高いことは第一に､圃際化に十分適慮

できない中小企業としては､地理的な隣接性､文化的な類似性､そして同胞(朝鮮族)の

活用が可能な鮎など､中国が相封的に他の園に比べて投資に封する心理的な負櫓が少

なかったためである｡第二には大企業の場合中園の市場経済化に封する確信と中岡の

投資環境に封する調査が十分成された後に漸進的に中岡投資に出たことが中小企業に

とっては有利であった｡
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<図3>韓国企業の海外投資中中小企業の比重推移

資料:く表1>と同じ｡

(4)小規模投資中心

韓園の封中投資に表われたるもう-つの特徴は投資が主に小規模で行われていると

いう黒占である　2002年末現在韓圃企業の封中投資の平均投資規模は67蕎ドルで､これ

は韓園企業の全髄海外投資の件富たり平均投資規模126蔦ドルの約半分の水準であ

る｡一方､世界各園の封中国投資件菖たり平均投資規模は2002年末現在105嵩ドルで

韓国の投資規模よりはるかに大きい水準であった｡

このように韓園の封中投資の件嘗たり平均投資規模が小さいことは､低賃金労働力を

活用するための労働集約的な産業投資が多い反面､開放遅延による市場進入制限など

によって大規模投資が制約を受けたことにその理由があったと思れれる｡

<図4>韓国企業の海外投資中件書たり平均投資規模の推移
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(5)投資地域偏重の深化

韓国の封中投資は地域偏重がはなはだしい現象を見せている｡先ず省別投資分布を

見ると､山東､江蘇､天津､北京､遼寧の順に高い投資比重を見せているが､これら五つ

の地域への投資規模は2003年6月末現在全鰭中圃投資件数と金額の70%以上(1992

年以後累計金額基準)を占めている｡

一方､地域別の投資分布を見ると､環潮海津地域(山東､天津､北京､遼寧､河北)に全

能封中投資の60%(2003年6月末までの投資累計基準)が集中しているが､これは地理

的な隣接性の外に､海運路線の僚件､朝鮮族活用などの要因が働いているためである｡

その次に長江三角洲地域(江蘇､上海､漸江)に25%が集中している｡したがって環潮海

津地域と長江三角洲地域だけに85%の投資が集中しているわけであるが､これは中園

に封する外国人投資が珠江三角洲地域と長江三角洲地域に全鰭投資の34.8%､ 28.6%

が行われていることと封照的である｡

<表5>韓国企業の封中岡投資の省別比重(1992-2003.6)

資料: <表1>と同じ｡

時期別には投資初期の1990年代中盤までは環潮海漕地域に集中していたが､経済

危機が発生した1997年以後には江蘇､漸江､鹿東を始めその他の地域への投資が増

えるなど徐々に投資地域の多遠化の傾向を見せている｡とくに通貨危機以後江蘇地方に

封する投資が大きく増えているが､これは上海という経済中心地に隣接していて､良好な

投資環境を持っているためであると思われる｡それから環潮海津地域の五つの省に封す

る投資も北京と天津に集中している｡

-132-



<図5>韓国企業の経済危機前後の封中投資動向

讃料:く表1>と同じ｡

II｡中岡の交易現況と韓園の封中貿易動向

1｡中岡の封外貿易

(1)国別貿易規模

中岡経済は貿易依存度がGDP封比50.2%(2002年基準)に達しているだけでなく､中国

の封外交易の約50%は外国人投資企業によってなされており､中国経済成長の主要な

原動力は封外貿易と外圃人直接投資であると言っても言い過ぎではない｡ 2

2002年末現在､中国の上位6大主要交易封象園は日本､米国､香港､重漕､韓圃､ド

イツであり､これらの園に封する交易比重が中国線交易の62%(輸出64.6%､輸入

59.1%)を占めている｡

<表6>で見るように､最近中園の最大輸出国は米国で､ 2000年に521億ドル､ 2002年

には699億ドル(前年封比増加率28.8%)へと急増している.とくに2002年に中岡の前年

封比輸出増加額は595億ドルであったが､この中で米国の寄輿度が4.4%であり､中国

は輸出面で封米依存度が高い方である｡

-方､中園の最大輸入園は日本で､ 2000年度に415億ドル(22.9%)､ 2002年には534

億ドル(24.9%)を日本から輸入した｡中国の2002年度輸入増加分944億ドルに封する各

国の寄輿度を計算して見ると､日本は5.3%で､他の園より一番高いことがわかる｡

2002年を基準とした中園内の外圃人投資企業の交易比重は53.2%(輸出比重:52.2%,輸入比

重:54.2%)であった｡中国封外貿易経済合作部(www.moftec.go.kr)参照｡
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<表6>中国の主要園別の貿易推移

どころが､ここで一つ注目すべき特徴は韓国とASEAN諸園の中国交易における蟹化

の推移である｡中園の封韓国輸入は1990年に2.4億ドルであり､中圃全能輸入におい

て0.4%に過ぎなかったが､韓･中外交関係が樹立された1992年には26.2億ドル(3.2%)

にへ増え､ 2002年には286億ドルへと急増した｡一方､中岡のASEAN諸岡との貿易規

模は1990年に72億ドル(輸出42億ドル､輸入31億ドル)であったが､ 1995年には204

億ドル(輸出105億ドル､輸入99億ドル)､2002年には輸出が236億ドル､輸入が312億

ドルで絶交易額は548億ドルを記録するなど貿易規模が持綾的に増えている｡

(2)品目別の貿易推移

最近中岡の産業別商品の輸出及び輸入構成において一番大きな特徴は､輸出構成に

おいては1次産品と軽工業製品の比重が減っている反面､重化撃工業製品の比重が急

激に増えていることである｡一方､産業別の商品輸入構成では軽工業製品の比重が急

激に減っている反面､ 1次産品と重化撃工業製品の比重が増えている｡
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<表7>中岡の品目別輸出比重の推移

OECD(2002), Internationa一 Trade by Commodity Statistics, KOTIS

中園の品目別輸出推移を見ると､ 1次産品中農水産物の輸出比重は1992年の9.8%

から2002年には4.9%へ減り､石炭及び石油ガスも1992年の5.5%から2002年の2.6%

へとその比重が減っている｡

軽工業部門は､ゴム及びタイヤ(0.3%から0.6%へ)と雑製品(6.2%から7.8%へ)を除い

ては､輸出金額に占める比重は減っている｡とくに繊維類の場合には1992年の30.8%

から2002年の17.8%へと､減少の幅が一番大きかったし､その中でも衣類の減少幅が

大きかった｡

これとは封照的に重化学工業部門では電気電子､機械類及び精密機器､自動車など

を中心に､一部品目(錨鋼､時計､無機化撃)を除いて､多くの品目が輸出に占める比重

が増えている｡とくに電気電子の中でもコンピュータと無線通信機器は1992年の1.0%と

0.6%から2002年の10.3%と3.5%へと､もっとも早い上昇率を見せている｡年平均増加

率の面ではコンビュ-タが43.9%､半導鰭が39.9%で輸出品目の中でもっともはやい増

加率を示している｡家電製品､半導鰭有線通信機器もその比重が1992年の3.2%､ 0.3%､

0.8%から2002年の5.9%､ 1.9%､ 1.2%へとそれぞれ増えている｡機械類､精密機器､自

動車などの比重も同様に増えている｡

このように中園のほとんどの産業において封外市場占有率が上昇つつあるが､とくにこ

の中でも電気電子を始めとする機械類と精密機器､自動車など重化撃工業分野の品目

の上昇幅が大きいかった｡結局中岡は封外貿易の規模面ではもちろん､輸出品目の構

成面でも構造禦化が急速に進んでいることがわかる｡
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<表8>中岡の品目別輸入比重の推移

(単位:%)

資料: <表7>と同じ｡

一方､中国の品目別輸入の推移を見ると､総じて軽工業製品はほとんどの品目におい

て絶輸入に占める比重が減っている｡とくに繊維類の比重は1992年の12.6%から持績

的に減り2002年には5.8%にまで減った｡重化撃製品の場合には､電気電子部門の比

重がもっともはやく増えているOとくにコンピュータと半導鰭の輸入比重は1992年の1.4%

から2002年には5.5%と10.9%へ､年平均増加率は30.2%と40.1%になり､急激に増え

ている｡一言でいえばに中岡の輸入品目は石油のような原資材と､とくに電子製品と精

密機器のような中間財と部品の輸入比重が増えているといえる｡

とくに中国の品目別の輸出比重と輸入比重において共に軽工業部門の比重が低下し

ていることが特徴である｡これは中国の封外貿易において量的な成長に伴って重化撃工

業と高技術産業へ貿易構造が急速に高度化しつつあることを意味する0

2｡韓国の封中貿易動向

(1)輸出入動向

韓国と中国の間の貿易は1975年に封中国輸入から始まったが､ 1977年には初めて

1,000ドル規模の封中岡輸出も行われた｡以後少しずつ増え績けた両国間の貿易規模

は1991年には44.4億ドル(輸出10億ドル､輸入34.4億ドル､貿易赤字24.4億ドル)を
記録した｡
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ところで韓　中外交関係が樹立された1992年からは両国間の貿易規模が急激に増え

始めた.すなわち1992年に63.8億ドルに過ぎなかった韓･中貿易規模が10年後である

2002年末には412億ドルを記録して6.5倍も増えた｡同期間中に輸出は26億ドルから

238億ドルへ9倍も増えたし､輸入は37億ドルから174億ドルへと4.7倍も増えた｡封中

国輸出入の急激な成長は同じ期間中の韓国線輸出入の増加率(輸出2.1倍､輸入1.9

倍)を大きく上回っている｡封中岡輸出がこの横に急激に増えることによりその間持績的

に赤字を見せていた封中貿易収支も1993年からは黒字に韓換し､2002年には64億ド

ルの黒字を記録した｡

<表9>韓･中間の貿易動向

資料:KOTIS

封中圃貿易の増加によって韓園の絶貿易に占める比重も大きく増えた1992年の韓

園総輸出に占める封中圃輸出比重は3.5%に過ぎなかったものが､ 2002年には14.6%
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へと高まったし､封中圃輸入の比重も4.6%から11.4%へと高まるなど､韓国貿易におけ

る中固依存度は持績的に高まる様相を見せている｡

封中国貿易規模が急増することにより､ 1992年に中国は韓国の輸出封象園中第6位

であったものが､ 2001年からは日本を追い抜いて韓国の第2位の輸出封象圃となった｡

更に2002年には香港を含めた中国圏への輸出額は339億ドルになり､米国に封する輸

出額328億ドルを超え､事葺上葺中国圏は韓国の第1位の輸出封象圃となった｡一方､

韓園の輸入封象園としても中国は1992年の第5位から2002年の第3位へと浮び上が

ssa

<表10>韓園の輸出における中園の地位

<表11>韓国の輸入における中岡の地位

(2)品目別動向

韓･中修交以後､輸出入の規模が急激に増えると同時に､韓園の封中輸出入の品目に

おいても大きな蟹化が見られる｡

先ず1992年と2002年の10大輸出品目を比べて見ると､ 30%以上を占めていた織鋼

製品と20%以上を占めていた繊維製品(織物､革及び毛皮製品､繊維原料)の比重がそ

れぞれ7%､ 9%へと急減している｡逆に2.5%に過ぎなかった電子製品及び部品関連品

目(産業用電子製品､電子部品､家庭用電子製品)の比重は31.5%へと急激に増えた｡

-138-



このように最近になるほど繊維を始めとする軽工業製品の比重が減る代わりに､中園

の世界家電･通信機器の生産基地化及び内需振大とともに携帯電話､コンピュータ､半

導程などIT関連製品の輸出が大きく撮大するなど輸出商品の構造がだんだん高度化さ

れている｡葺際に2002年における韓園の封中輸出品日を詳しく見ると､携帯電話の輸出

が封前年比1,216%も増えると共に､コンビュ-タと半導鰭もそれぞれ145%､ 110%と増

えた｡

<表12>韓国の封中主要10大輸出品目

<表13>韓国の封中主要10大輸入品目
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-方､韓国が中国から輸入する品目においても蟹化があった1992年には農産物を

始めとする1次産品が封中岡輸入額の約45%を占めていたが､ 2002年には20%へと半

分以上も減った｡その代わり1992年の韓国の主要輸出商品であった繊維製品の輸入が

寧ろ大きく増えると共に､電子製品関連品目の輸入も25.7%へと大きく増大した｡このよう

に韓･中雨園の貿易規模は､両国の経済発展及び産業構造の高度化による相互補完性

を下にして､振大し績けていると考えられる｡

Ⅲ｡韓国の封中投資及び貿易の評債と課題

1｡封中投資について

(1)内需市場指向型投資への韓換

初期韓国企業の封中投資は､かってのカリブ海と東南アジア地域への進出と同じよう

な低賃金労働力を確保するための進出的性格が強く､いわば生産基地移樽型投資が主

流を成した｡最近になるほどこのような傾向はだんだん緩和される趨勢にあるが､あいか

わらず中園の低賃金を活用するための投資が中心となっている｡

しかしこれからは中園の内需市場を切り開く面で努力すべきである｡なぜならば第一に､

中国がGDP規模面から世界の6大市場に浮び上がり､最近までも7-8%の高度成長

を績くなど市場規模が大きくなっているからである｡鉦に家電市場の場合には世界第2

位､携帯電話市場は世界第1位の市場に浮び上がるなど分野別に中圃市場の重要性

が大きくなっている｡第二に､ WTO加入による制度改革によってその間内需市場進出を

遮っていた各種規制が除去されつつあるという鮎である｡例えば外資企業に課されてい

た輸出義務とか為替収支均衡義務などが消え､さらにその間厳格に制限されていた卸責

と小責業など流通分野への進出ももっと容易になる見通しである｡第三に､その間韓圃

企業投資の90%以上が集中していた沿海地域の賃金が最近急激に上昇しているという

黒占である｡北京の外資企業の平均給料は年俸34,481元に達するが､これは陳西､貴州

など内陸地域の給料の4倍以上になる｡

内需指向型投資へ輯換するためには､先ず第一に投資地域の選揮において嘗地域の

市場規模を重視しなければばならない｡消費財の市場規模で見る時は､東部沿海地域

(上海､江蘇､漸江)と北部沿海地域(北京､天津､山東､河北)が比較優位性をもっと評債

される｡ 3したがって､韓国の封中投資が多い北部沿海地域の虹存投資業体は積極的に

その地域の市場潜在力を活かす一方､東部沿海地域では内需志向型投資を積極的に

考慮する必要がある｡

3北部沿海地域,東部沿海地域などは園務院発展研究センタ-で採用している8大圏域の区分であ

る｡
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第二に､中国企業との合弁を推しすすめる面でもパートナーの内需市場開拓能力をも

っと重要視する必要がある｡第三に､慶大で複雑な中園の流通システムを考慮し､初め

から生産曾社ではなく流通曾社と連繋して進出する戦略も考慮する必要がある｡

第四に､生産費用節減型の投資をする場合においても低廉な弓削動力という要素以外に､

新しい費用節減要素が登場している点に注目すべきである｡例えば､長江三角地など一

部の産業地域では世界的な産業クラスターが形成され､部品及び原資材を迅速旦っ低

廉に調達することができ､関連技術情報とか市場情報にもいちはやく近づくことができる

ので､このような外部経済要素を積極的に考慮する必要がある｡

(2)積極的な現地化戦略が必要

中岡に投資した歓米企業が企業の経響現地化を非常に重視するのに比べて､大部分

の韓国企業は経管の現地化水準が十分でないという評債をうけている｡中園に投資した

欧米企業の場合､企業に必要な原資材とか部品を現地で調達し､管理者と事務員など

企業の管理職だけでなく､経理職にも現地人を採用している｡中圃に進出したGEの場

合7,000人の職員中､米国人は13人に過ぎないという｡しかし韓圃企業の場合は原副

資材の大部分を韓圃を始めとする海外から輸入しているだけでなく､経理職から中間幹

部､甚だしくは一線の平社員にいたるまで韓園人である場合が多い｡

<表14>韓国企業の封中国投資の清算現況

註: 1) LG電子と大字の棄却収益を含む｡

2)清算には撤収も含まれている｡

資料:韓園輸出入銀行

したがって中圃勤労者に封する昇進機合の不足及び派遣勤労者に封する高賃金支給

によるで現地人との過多な給料格差の発生によって葛藤が引き起こされたり､または多く

の中圃人の勤労者達は韓国企業で何ヵ月間または何年間勤める途中で離職してしまう

ケースが多いから企業の長期的な発展に否定的な影響を及ぼしている｡

中岡に進出した韓圃企業の撤収とか清算が急増する現象と経皆現地化との間にどう

いう相関関係があるかまだ明らかにされてはない｡清算企業が経管上の困難で提起する

企業文化の違い､勤労者管理の難しさなどは結局経響現地化の問題に掃結される｡した

がって経管現地化は中園に既進出した韓国企業の競筆力を創出するための重要な課題

となっている｡
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(3)相互補完性を高める業種への投資

その間韓園の封中投資が急激に拡大したのは､封中投資によって両国産業の相互補

完性が高められたからである｡したがってこれからもこのような方向での封中投資を一層

発展させていかなければならない｡

このためには第一に､サービス業は中国のGDPの1/3を占める主要産業であり､とく

にWTO加入によってサービス市場の開放化が進むので､内需志向型投資を流通業同

伴型で進出させるとともに､今後中圃サービス産業への進出をもっと弓削ヒしていく必要が

あるOしたがって経済成長及び個人所得向上とともに高速成長が預想されるサービス分

野､すなわち､物流･流通､フアイナンシング､電子通信､金融､ IT､敏光､康告及び専門

サ-ビス業(法律､合計)などに積極的に進出することによって鑑進出している現地製造

業に封する側面支援能力を養成して､シナジー効果を高めるよう努めなければならない｡

第二に､中国の内需市場進出において消費財市場で中国消費者を直接攻略するのも

重要であるが､生産財分野で急成長している中国産業に必要な原資材及び部品を効果

的に供給する面での戦略も必要である｡これは長期的に中圃産業と韓圃産業間の相互

補完性を弓削ヒすることによって中国の経済成長による果葺を共有するための望ましい投

資戦略である｡

第三に､最近急成長する中国の先端産業及びIT市場に積極的に参加する必要があ

る｡この分野で中国は今後一番大きい成長潜在力を有していると評債されているので､

積極的な市場参加を通じて機合を先取する必要がある｡

(4)圏域別進出戦略の修正

韓国の封中投資が中国の内需市場を活用する方向へ響化しており､これからもそのよ

うな方向を一層発展させるためには､上海･江蘇･漸江地域を含めた東部沿海地域に封す

る大企業､内需志向型中小企業､ IT分野企業の投資進出を振大させていかなければな

らない｡この圏域は交通､通信など基本インフラがよく備わっており､市場規模と所得及

び消費水準がもっとも進んでいる｡したがって中国を生産基地としてだけでなく､市場とし

て活かそうとする企業の場合には東部沿海地域が一番魅力的な投資環境を提供するも

のと見られる｡経済危機以後上海地域に封する韓国企業の投資は停滞しているが､今

後韓圃企業の封中圏域別の投資戦略という靭黒占からはもっとも重要な投資地域と評債さ

れている｡

韓国企業の嘩資がもっとも活費な北部沿海地域に封しては虹存の投資を内需志向型､

高附加債値型に韓換させながら持績的に投資を増やして行く必要がある｡この圏域は市

場環境面でも東部沿海地域につぐ優秀な投資環境を備えている｡既に韓国企業の投資

が相富な比重を占めている天津と山東地域の場合には虹存投資企業間のネットワークと

か同伴進出などを通じて企業間のシナジーを高めていく必要がある｡
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それから最近封中投資を撮大しているIT分野企業の場合は､圏域別という接近より

は北京､上海､康東なと点本位の立地戦略が必要である｡北京は高級人材の供給及び

研究基盤施設の面で､上海は金融機能･連関産業･多圃籍企業との連繋の面で､鹿東は

部品調達や封外窓口としての香港を活かす面でそれぞれ有利な候件を備えているから

である｡

<図6>中岡の圏域別住民1人苦り所得及び消費

2｡封中貿易の評債

(1)封中投資の境大が貿易嬢大をもたらす

韓･中両国間の貿易規模の増大は韓圃企業の封中投資と直結している｡すなわち

1992年の韓･中修交以後韓国企業の封中圃投資が急増し始め､両国間の貿易規模も急

激に撞大し始めた｡中圃は2001年から韓国の封外輸出市場において日本を追い抜いて

二番目の輸出国になり､絶輸出中の封中輸出が占める比重は1992年の3.5%から2002

年には14.6%に大きく増えた　2002年には香港を含めた封中輸出比重が封米輸出を超

えて韓園の最大輸出市場に急浮上するようになった｡

これは韓圃企業の封串投資の嬢大によるもので､韓国企業の投資振大が両国の貿易

規模を増大させるのに大きな役割をするようになったことは､第-に､韓圃投資企業が必

要な機械設備と原副資材の大部分を韓園から輸入して生産活動をしているからである｡

つまり韓園内で弱化した債格競事力を取り戻すために生産基地を中園に移韓する生産

基地移樽型投資が多かったためである｡第二に､中岡に投資した韓国企業は主に輸出

企業であったからである｡
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韓圃貿易協合によれば韓国の封中投資企業の場合､原副資材調達の39%を韓国か

ら輸入する一方､生産製品の59%を韓園や第3園に輸出するとという調査結果が得られ

た｡

<図7>中国投資法人の国別貢い入れ及び責り出し構造

資料:韓園貿易協曾

(2)貿易黒字による貿易不均衡の境大

以上のような貿易構造は韓国の封中貿易収支の黒字規模4を持績的に増やすことによ

り雨園の貿易不均衡を持績的に嬢大させており､最近中園は封韓貿易の慢性的な赤字

を背景に韓圃製品に封する反ダンピング､セーフガード僚項の発動など輸入規制の措置

を取ったりしている｡

しかし韓国の中園に封する貿易黒字は､単純な商品貿易によるものではなく韓園の投

資企業が生産のために原副資材を韓国から輸入する反面､生産された製品を米国や第

3園に輸出することによって韓圃･中国･米国などの一種の三角貿易関係を形成している

ことから費生しているものであるoしたがって韓園は封中岡投資を通じて韓園は韓･中間

の貿易において商品収支面でめ黒字を享受しているが､ -方､中園は先進国との貿易

から黒字基調の基礎を確保しているのである｡

韓圃貿易協合が中国に投資した韓国企業1,180法人を封象に調べた『封中圃投資企

業に封する経磐葺態調査』によれば､現地投資法人は買い入れの面で､韓国市場に依

存する割合は40%に迫る反面､韓圃に再輸入される割合は16%に過ぎず､韓園の封中

圃黒字を嬢大させる輸出入構造を持つと調査された｡したがってこれを下に韓圃企業の

封中圃投資で誘会される貿易黒字規模を推算すれば2002年度の場合34.6億ドルで全

鰭黒字の54.5%に達している｡投資が誘会した黒字を全鰭貿易黒字で差し引いた『純貿

4韓中南国の統計差異で貿易収支黒字規模が約2倍に達する.
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易収支』を導き出すと28.9億ドルに減って黒字規模が全鰭貿易額の7%に過ぎなくなっ

た｡5

<表15>2002年度韓･中間『純貿易収支』推定

註: 1)線貿易額に占める純貿易収支の比重
資料:韓園貿易協曹

しかし今後韓･中間の貿易収支は嬢大均衡の方向へ動く見通しである｡投資法人が韓

国からの中国現地業体への原資材の調達先を轄換させつつあるし､消費財を中心に中

国産輸入が大きく増える可能性が高いからである｡

(3)中国内市場占有率の停滞

<図8>で見るように最近になるほど中園内の韓国の市場占有率は､韓国の封中輸出

増加の幅が大きくなっているにもかかわらず､台湾､東南アジア諸国などとの競事激化に

よって低下傾向になっている｡すなわち､ 1998年に比べて2002年には韓圃の封中輸出

規模が約2倍に増大したにもかかわらず､中岡の総輸入市場に占める比重はむしろ

8.5%から8.0%に低下している｡したがって封中国輸出競筆力の強化が緊急の課題とし

て提起されている｡

先ず､中園が世界の製造品の生産基地として禦貌しつつあることによって､封外輸出

振大による基礎素材及び部品輸入の摸大が預想されるので､債格を基盤にした製品の

競事を避けて､核心部品及び素材･中間資材供給に特化する戦略が必要である｡

5韓国貿易協曹研究所,日韓園の封中投資が貿易黒字の主要因,I, 2003. 10
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<図8>韓園の封中輸出入規模と中国内市場占有率

封中輸出の約80%が原副資材であるという現在の輸出構造を直接消費者向けの高付

加債値型商品への特化構造へ轄換させていかねばならない｡このためには､中国市場

を13億人口の軍一市場として接近するよりは､地域別に細分化して差別化されたマーケ

テイング戦略を推しすすめる一方､虹存の中低価格主流の輸出を止揚する代わりに､輸

出固有ブランドを由った一流商品の開費に注力する必要がある｡

とくに韓国の封中貿易の撮大は封中投資と相関関係が高いという事葺に基づいて今

後の封中投資においては､加工貿易業本位の製造業一辺倒投資に偏らず､中国の

WTO加入を契機とする開放趨勢に合れせて流通､物流､慶告､金融､通信､建設など新

規開放市場領域にまで内需市場の開拓を進めていく必要がある｡

おわりに

中園は2002年11月の第16次党大舎において､2020年までにGDPを2000年の4

倍に成長させ中産層の普遍化を意味する"全面的な小康社曾"を葺現するという長期ビ

ジョンを提示した｡これによれば中岡は2020年まで年平均7.2%の成長によりGDP4兆

ドルを達成して世界第3位の経済規模､ 1人富りGDP3,000ドルを貫現させるという計毒

目標が立てられている｡また全世界の製造業において占める比重を2002年の7%から

2020年には25%に引き上げて日本を追越すという趣旨の計毒である｡もちろん現在の中

岡経済には金融機関及び固有企業改革の遅延､労働力の質的効率の低水準､民間の

貯蓄率不足による投資不振､所得格差の嬢大､デフレ厘力､高齢化社曾進入に伴う財政

赤字の増加などいろいろな種類の危険要因が存在する｡

しかしこのようないろいろな種類の成長制約要因にもかかわらず､改革と開放が中圃

指導部のリーダーシップの下に深化･嬢大し､中圃経済は今後20線年間7%台の高成長
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を績けて行くと見通す専門家が多い｡北京オリンピックと上海世界博覧会はこれからも引

き績き中圃経済の高度成長を刺激するイベントである｡世界銀行なども中国経済は2010

年までは年平均8%､ 2020年までは7%の成長率を持績するものと見通している｡

中国経済の規模が大きくなるにつれて東北アジア地域の物動量は1990年代末以後

毎年8.1%ずつ増えて2002年末には世界物動量の1/3を占めている｡最近中園は封外

経済関係の外延振大に努めており､東北アジアビジネスの物流需要は一層早い増加が

預想される｡中国は2010年までASEANと自由貿易地帯を作ることに合意しており､さら

に中園と閲境を接した経済的関係が深い14個国家とPTA締結協商を始めた｡

中岡経済の高度成長持綾とFTAを通じた経済協力の外延振大は韓国にとっても背後

に大規模な生産と消費基地が形成されるという黒占で肯定的である｡このような背後市場

の振大は韓国が推しすすめている東北アジア経済中心政策にも非常に重要な要素にな

る｡このように中圃経済が韓国経済に機会を提供することは間違いないが､中圃経済の

ブラックホール現象に封する恐れも脅威要因になっている｡

その代表的な現象は韓国産業の空洞化問題である｡韓園の封中投資は2003年6月

末現在71.1億ドルで全程海外投資の18.6%を占め､中国は米国についで第2位の投資

封象圃となっている｡さらに最近韓園の企業経聾環境が悪化し､中国に移韓しようとする

企業が多くなり､韓圃企業の1日苦り封中圃投資件数は1999年の4件(投資額350嵩

ドル)から､ 2003年の_12件(1,260嵩ドル)へと4倍に急増している｡封中投資の急増によ

って園内製造業の供給基盤が縮小し中国進出韓園企業が現地での調達割合を高めて

おり､製造業の空洞化に封する恐れが高まっているのも事葺である｡これから上海､北京

など中国のハーブ戦略が強化され､韓園の東北アジア経済中心政策によって与えられる

外国人投資企業への特恵が園内企業には逆差別として受けとめられるかも知らないとい

う黒占も心配である｡そのような場合には韓園の産業空洞化は一層加速化されるからであ

る｡

しかし現書的にはこのような恐れがあるからといって､韓･中間の経済協力が今までと

は異なる方向へ蟹化される可能性は稀薄である｡中圃市場で勝利すれば世界市場でも

勝利することができるという世界経済環境が造成されており､韓国経済が発展する太め

には中圃市場は韓園が超えなければならない巨大な山であるからである｡長期的には中

国事業環境の見通しは楽観的で中圃市場は韓国経済の活路になる可能性が高い｡問

題は中園との経済協力を強める一方､中圃経済の中に吸い込まれないようにすべての

政策において中国を正しく理解し封雁していかなければならない｡

そのような黒占で最近韓園の封中投資が中園の低賃金を目的とする投資からだんだん

中国内需市場を重視する方向へ轄換する兆しが､製造業投資の構成響化､大企業の投

資規模増大､投資地域の多遺化などの面で現れていることは非常に望ましい現象である｡

韓国企業の封中投資の性格が経済危機を境に愛化しており､しかもその響化は市場とし

ての魅力がますます大きくなっていく中国の響化に封鷹しているという点で望ましい方向

である｡
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ところが､韓圃の封中投資は貿易面で肯定的な役割をしたという黒占を除いては､韓国

の封中投資企業の平均収益率が-0.6%と非常に低く､最近になるほど清算企業が増えて

いるなど､飾り良い結果が得られていない｡韓国の封中輸出面でも貿易黒字が持績して

はいるが､これは封中投資による構造的な貿易構造がもたらすものであってi中園内の

輸入市場での占有率はむしろ停滞ないし減っているという黒占で相変らず問題黒占は多い｡

したがって韓･中修交以後急激に増えている韓国の封中投資と貿易の量的な振大に内

包されている問題黒占を正確に把握する一方､中岡の急愛している市場環境を正しく見通

して､韓国と中国が長期的に産業構造の相互補完性を維持しながら両国間のwin-win

関係が葺現されるよう全面的な経済協力関係を構築していくことが重要な課題であると

思う｡
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